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虫をよける民具
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蚊帳　寝ている間に蚊にさされないように､滋室に吊るす網です｡室内で過ごすときも､蚊などの
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害虫が入って大変だったので､非常に便利な道具でした｡四つの隅につく吊り手を､部屋の長押(壁

のL部にある板oかざなどが引っかかるようにへこみがある)から吊り下げます｡この中で溢れば蚊
すそ

が入ってきませんが､中に入るときは周囲の蚊をうちわなどで追い払いながら､裾をあまり大きく

めくらずにかがんで入るのがコツでした｡苗の子どもたちは何度も入り方を教えられ､大きくめく
し}.･しエ.Jよ

ったりすると｢蚊が入る｣と叱られていたそうです. 6塁間に吊るすサイズの蚊帳がほとんどですが､
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もっと広い部屋用や､折り星み式
は　,'''　JJE　　や　　　　　　　　　　　　　　　　　上,　1.　千･

の｢母衣蚊帳｣､小さい｢枕蚊帳｣､
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傘状のr赤ちゃん用蚊帳｣などがあ

ります｡

蚊やり　蚊を追い払う道具です｡

この中に杉･松のおがくずやヨモ

ギなどの草を朝から取って干した
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ものを入れ､いぶした煙を出して
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いました｡夕#れ時に一番効果が

あったそうです｡草を燃やした煙

で蚊やブヨを追い払うのは良い虫
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よけ方法の一つで､もっと大掛か

りな場合は庭でヨモギなどをたく

さん燃やし､煙を家の中に入れて

虫を追い払ったりもしました｡明

治18年～19年にドイツやアメリカ
しItJゆ-'さく

から除虫菊がもたらされ､それで

作られた蚊取り線香が売られると､

以前より楽に蚊よけができるので
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たちまち日本中に普及しました｡
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噴霧器　家の中の害虫･蚊やゴキ
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ブリを追い払うために殺虫剤を使

いましたが､今のようなスプレー

ができる前は､こうした噴霧器を
(上)蚊帳　(下)蚊帳を吊る様子
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使い､水鉄砲の要領で害虫に吹き
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つけていました｡薬品は別に瓶入

りで売られており､噴霧器の入れ
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物部分に薬品を継ぎ足すようにな

っていました｡
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蝿取り器　家の害虫･蝿を器にお
よ

びき寄せ捕らえる道具です｡蝿は､

食べ物などに寄ってくるので蚊と

ともに嫌われました｡このほかに

も､蝿たたき(苗はシュロの葉を
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編んで作った､蝿を叩いて殺す道

具)･蝿とり紙(蝿とりリボンとも

言う｡明治時代にアメリカやドイ

ツから輸入された吊り下げ式の強

力な粘着テープで､飛んで来た蝿
つか''Jん

を捕まえる)･蝿取り瓶(内側に米

のとぎ汁や水をため､容器の下に

ご飯粒や砂糖を置き､蝿をおびき

よせ水に落す特別なガラス容器)

がありました｡また､食べ物や料

理に蝿が寄りつかないようにする
はいf,⊥ )

道具としては､蝿帳(扉に網がつ

いた食器入れや飲物入れ) ･蝿いら

ず(テーブルの上に傘のように広

げる木綿やナイロン製の蝿よけ道

具)などもありましたo

現在は下水道が整備され､田ん
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ぼや川が住宅地の周辺から激減
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し､殺虫剤や虫除けが効果の高い

ものになったことで昔のように直
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接虫の害に悩まされることは少な

くなりました｡これらの道具から､

人々が苗の夏の時期にどんな暮ら

しの知恵を働かせていたか､理解

してもらえれば幸いです｡
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噴霧器を使う様子

(上)蝿取り器　(下)蝿を取る仕組み


